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山口大学理学部  第 17号 

 数理科学科だより 
山口 夏の陣 

  

最近起きた「小さなできごと【山口 春の陣】」の続きです。 

N先生：「K先生の研究室の番号は１３９で、ただの素数だね～。」 

そう言われた K先生は調べてみた。 

K先生：「１３９は、１を除く平方数の和で  

２２＋３２＋４２＋５２＋６２＋７２＝１３９  

となるよ。N先生の研究室番号１４４のように、（１以外の） 

フィボナッチ数でかつ平方数である唯一の数のように 

高級な表現でないさ～。単純だね！ それ以外にも、 

連続する５つの素数の和で 

１９＋２３＋２９＋３１＋３７＝１３９ 

とも書けるし、その他にもあるよ。ラマヌジャン先生に 

夢の中で尋ねてみるね。」 

 

「数」には様々な性質があり単純なほど面白い。例えば、６以上の偶数が 

２つの奇素数の和で表すことができるだろうか。当たり前なようで当たり前 

でない。不思議だね！！ 

                    （文、挿絵：木内 功） 

 

 

 

  

 

              

 

              

 


